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４
月
は
入
学
式
や
入
社
式
の
季
節
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
自
粛
か
ら
、
今
年
は
多
く
が
復
活

し
た
よ
う
だ
。
期
待
と
不
安
が
綯
い
交
ぜ
と
な
っ
た
新
人
諸
氏
の
様
子
が
メ
デ
ィ
ア
で
伝
え
ら
れ
て
い

る
。 

 

大
学
ま
で
の
何
回
も
の
入
学
式
は
、
ど
れ
も
殆
ど
記
憶
し
て
い
な
い
が
、
入
社
式
は
良
く
覚
え
て
い

る
。
就
職
し
た
会
社
の
基
幹
工
場
が
山
口
県
岩
国
に
あ
り
、
こ
こ
で
入
社
式
と
集
合
教
育
が
行
わ
れ
た
。 

３
月
末
、
友
人
の
「
出
征
万
歳
」
の
声
に
送
ら
れ
て
東
京
駅
を
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
で
出
発
、
翌
朝
車

窓
に
瀬
戸
内
海
を
見
て
岩
国
到
着
。
一
般
社
宅
３
Ｄ
Ｋ
の
一
室
を
割
り
当
て
ら
れ
た
。
一
応
一
人
一
部

屋
だ
。
食
事
と
入
浴
は
す
ぐ
近
く
の
本
寮
に
行
く
。
洗
濯
は
全
て
（
靴
下
も
）
や
っ
て
く
れ
る
等
な
か

な
か
の
好
待
遇
で
、
一
安
心
。 

４
月
１
日
入
社
式
。
学
卒
と
院
卒
合
せ
約
８
０
名
が
入
社
、
勿
論
知
っ
た
顔
は
ゼ
ロ
。 

社
長
の
訓
示
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
最
中
に
や
や
大
き
な
地
震
が
あ
り
、
室
内
が
大
き
く
揺
れ
、
会
場

が
ざ
わ
つ
い
た
。
こ
の
時
社
長
は
慌
て
ず
工
場
設
備
の
安
全
確
認
を
指
示
、
程
な
く
確
認
が
出
来
た
と

の
報
告
が
あ
り
、
式
は
終
了
。
図
ら
ず
も
製
造
企
業
の
要
諦
を
、
入
社
初
日
に
体
験
し
た
訳
だ
。 

２
日
目
以
降
は
集
合
教
育
。
消
防
訓
練
や
、
深
夜
番
の
交
替
勤
務
一
週
間
と
並
ん
で
、
こ
の
時
代
で

は
先
進
的
な
フ
ォ
ー
ト
ラ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
教
育
も
一
週
間
受
け
た
。 

夕
方
以
降
は
、
何
人
か
と
、
ほ
ぼ
連
日
駅
前
の
飲
み
屋
街
に
出
勤
。
小
料
理
屋
で
瀬
戸
内
の
海
の
幸

を
満
喫
、
お・

こ・

ぜ・

や
め・

ば・

る・

の
季
節
で
、
下
宿
暮
ら
し
の
学
生
時
代
と
は
段
違
い
の
贅
沢
だ
。
そ
の
後

は
バ
ー
に
出
陣
。
お
か
げ
で
、
５
０
日
後
に
東
京
の
本
店
勤
務
と
な
っ
た
時
に
は
、
赴
任
手
当
や
各
月

の
給
料
全
て
を
使
い
果
た
し
て
い
た
。 

  

入
社
５
０
年
後
の
４
月
に
同
期
有
志
と
岩
国
を
再
訪
し
た
。
工
場
見
学
に
続
き
、
社
宅
を
訪
問
。
バ

ス
・
ト
イ
レ
付
個
室
の
新
独
身
寮
を
建
設
中
で
、
新
人
獲
得
の
た
め
に
必
須
と
の
こ
と
。 

夕
刻
は
５
０
年
前
に
通
っ
た
小
料
理
屋
を
訪
問
、
２
代
目
が
腕
を
振
る
っ
た
魚
料
理
は
相
変
わ
ら
ず

新
鮮
で
美
味
い
。
が
、
す
し
は
シ
ャ
リ
が
甘
く
て
田
舎
風
と
感
じ
た
。 

５
０
年
で
時
代
も
変
化
し
た
と
共
に
、
当
方
も
グ
ル
メ
体
験
を
積
み
増
し
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
０
２
２
年
４
月
２
８
日 

 


